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一

L一

ア
ダ

ム

・
ス
走
ス
生
誕

二
百
年

記
念
曾
記
事

近
世
経
済
學
の
鼻
祖
ご
し
て
不
朽
の
名
を
成
し
陀
ア

ダ
ム
・
メ
ミ
ス
の
生
誕
二
百
年
を
記
念
ぜ
む
が
た
め
に
、

我
が
京
都
市
國
大
學
経
済
畢
會
…に
於
て
は
、
そ
の
生
誕

.

の
當
日
、
即
ち
六
月
五
日
に
關
係
圃
書
及
び
記
念
物
の

展
覧
曾
、
並
び
に
講
演
會
を
開
催
し
た
。
嘗
て
我
々
同

.

人
は
大
正
五
年
二
月
に
マ
ル
サ
ス
の
生
誕
百
五
十
年
に

當

っ
て
、
同
様
の
方
法
に
よ
っ
て
こ
れ
を
記
念
し
た
こ

・し
が
あ

っ
た
。
本
年
の
ス
ミ
ス
の
生
誕
二
百
年
に
當

っ

て
は
濁
り
本
學
曾
の
み
な
ら
す
、
東
京

に
於
て
も
帝
大
・

商
大
"・
慶
大

・
早
大
の
四
大
學

聯
合
の
記
念
會
が
あ
b

其
他
關
東
關
西

に
.且
っ
て
幾
多

の
學
校
若
一
は
學
會
に

於
て
、
種
々
な
る
記
念
の
催
し
が
あ
っ
π
こ
嬉
は
、
竣



'

㌔

r

札
學

界

の
哺
事

で
め

る
ご
同
特

に
、
此
種
.の
記
念

曾

に

先
鞭

を
着

け
た
本

會

の
頗

る
、欣

幸

ご
す

る
所

で
あ

る
。

而

し

て
木
曾

の
今
次

の
記

念
會

か
馬

マ
ル
サ

ス
百
五

十

年

記
念

の
際

に
於
け

る
ご
同
じ
く
、
頗

る
.内
容

の
.充
實
.

せ

る
有
意
義

の
も

の
な
り

し

こ
ご
は
勿
論
、
深
甚

尽
る

影
響
を
我

が
畢
界

に
及

ぼ
せ
し

こ
`
も
信

じ

て
疑

は

ざ

る
所

で
あ
る
。

圖
書

記
念

物
展
覧
會

圖
書

記
念
物
展
覧
會

は
當
日
午
前

九
時
よ

b
本
學
構

内

愈
擁
堂

に
於
て
之
を
開

く
、
陳

列
品
は
左

の
如

き
分

類

の
下

に
無
慮

二

百
黙

に
達

し
た
。

第

一
類

ア
ダ
ム
.
λ
、・、
入
の
論
管

書
簡
及
び
停
記

=ニ

ー

三

、
四

、

五

、

第
二
類

一
、

二

、

三

、

ス
ミ

ス
の
論
著

(原
版

)

ス
ミ

ス
論

著

の
搬
刻

ス

、・、
ス
論
著

の

醗
課

〔邦
課

な
除
く

)

ス
・ミ
ス
の
壷
口儒
剛
そ
の
仙仙

ス
、、・
ス
の
依

託

(
邦
文

の
も

の
な
除

く
)

ア

ダ

ム
・
ス
ミ

ス
に
關

係
あ

ろ
和
書

ス
ミ

ス
論

著

の
邦
課

ス
ミ

ス
の
.体

認

ス
、、、
ス
學
証

の
紹

介

雑

録

ア
ダ

ム
ニ

、-三

生
誕
二
百
年
記
念
會
記
事

イ
ー
ス
三
ス
畢
読

の
紹
介
な
主
題
ご
ぜ
る
も

の

・
、
明
治

二
+
年
迄
に
公
刊

さ
れ
し
著
書
中
、

ス
・三

の
畢
説

々
紹

介
ぜ
る
軋
の

ハ
、
明
治

二
+
年
迄
に
公
珂

さ
れ
し
課
書
中
、

ス
ミ
ス
な
引
用
ぜ
う

も
の

四
、

ス
.・、
ス
ご
同
時
代

の
n
木

の
継
濟
書

第

三

類

一/
ダ

ム
.
ス
ミ
メ
に
關

ず
ろ
記
念
物

一
、
背

像

二
、
邸
宅
、
墳
墓
、
大
學
そ
の
他

の
卿
属
[類

三
、
ス
ミ
ス
の
齢
…書
、
ス
・、ー
ス
の
筆
蹟

、國
冨
論
出
版

百
年
記
念
會
謁
事

附

、
ス
・・ー
ス
生
誕
二
百
年
記
念
詩
論
女

常

日

出

陳

さ

れ

た

書

籍

記

念

物

の

中

に

は

特

に

貴

重

な

る

も

の

も

少

く

な

か

っ

た

。

そ

の

二

三

を

學

ぐ

れ

ば

先

づ

.♪
<
σ
巴
子

o
「
Z
p
号

昌
誓

〔
国

富

論

)
の

初

版

が

八

前
叩
も

出

陳

さ

れ

(・爪
學
部
、
大
原
肚
會
問
題
研
究
所

、
藤
本

ビ
ル
・
プ

・

ロ
ー
カ
1
銀
行
、長
崎
高
商
武
藤
教
授

二
部
出
陳
、
大
卒
賢
作
氏
、
水
撃
河

上
本
庄
両
教
授
等
所
藏
)
殊

に

そ

の

中
.
に

は

、
ス

ミ

ス

の

友

人

ス

プ

ウ

ア

ト

(
U
実

包
ユ

し。
[Φ
塁

「げ
)
が

所

載

せ

し

も

の

に

て

、

英

房

に

彼

れ

の

自

署

を
存

せ

る

も

の

が

あ

っ
た

こ

ざ

は

多

大

の

注

意

ε

戚

興

ざ

を

惹

い

た

。

國

冨

論

の

原

版

ば

初

版

の
外

、

再

版

よ

り

八

版

ま

で

(本
庄
教
授
、寺
毘
講

師
、東
京
商
科
大
學
高
垣
助
教
授
等
所
蔑
)
悉

く

具

は

り

、

十

二

版

築
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七
巻
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四
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慧
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菱
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の
脅

皐

、
.・
ミ
あ

學

説
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我
国
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如
何

に
し
て
傳

へ
ち

れ
た

か
を
示

ず
.た

〉
日
切
〔○
×
♂
「9

一。。拙
し
等

の
論

者
(本
県
部
所
赦
〕も
展
観
.

一
め
に
、
明
治
山開
ψ†
に
お
け

る
著
誰
旧
鐸
書
面
ー
ス
ミ
入
の
墨
i

さ
れ
た
。

説

を
引
用
紹

介

せ
る
も

の
を
集

め
、
且

つ
ス
ー・、
ス
ご
同

.

醗

刻
書

の
中

で
は
国

富
論

初
版

ご
同
年

r↑
出

版

さ
れ

夢

ず

・
.板
囲
冨
論
の
初
版
(ミ

ご

票

毒

悪

時
代
の
日
本
の
経
鎮

者
の
著
書
ξ

出
典

ノた
、
ピ

は

、

我

国

に

於

て

メ

ミ

メ

の

生

誕

二

百

年

を

記

念

す

・る

藏
)
並

に

原

版

の

四

版

P

。
同三
島

咽
N
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よ

b
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一
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戦
報
鍵
纏
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確縞
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け

各
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の
麟
刻
書
並

に
抄
録
版

も
多

籔
出
品

さ
れ
セ
が
、
.

で

め

っ
た
。

邦

課
書

で
は
石
川
映
.作

・
↓二
上
正
毅
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竹

囚
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∩叫
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賊
)
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馨

q
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な
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が
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騒

然
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擬
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、撫

転

籍

撫
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部

分
だ
け
を
扱
草

し
π

「
富

鬮

論

奮
闘
題
研
究
所
・武
膝
教
授
、本
學
部
艀
所
蔵
〕
の
外
漢

諜

呂
原
審
」
ず、

題
す
・
嚴
復
詳
晃

結
二
夫

年
刊
犬

冊
禾

陽
蔀
所
麩

も
あ
り
、
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,

謬
書
は
す

べ
て
で
五
種

ご
な

っ
た
。

ス
ミ
ス
の
學

説

の

紹
介

`
し
て
は
、
幅
澤
諭
吉

氏
の
「畢

問

の
す

、
め
」
「
民

間
経

済
録
」

(水
撃
所
瞳

田
口
夘
書
賃

の
「
日
本
輕
濟
論

」

(岡
上
)

を
始

め
こ
し
て
、
其
他

の
著

書
は
も

蓬
よ

り
明

⊥
ハ雑

誌

鳩
}東
京
経
雑

輩曲
、
国
家
學
會
雑

迂曲
・同
上
)

等

の

雑
誌

に
も
及

び
、
す

べ
て
十

六
種

、
繹
書

で

は
、
神

田

考
牛

氏

の
四
洋
経

済
小
學

〔慶
應
剛
年
三
刀
、
本
畢
肝
臓
)以
下

明
治

二
十
年

に
至

る
ま
で

の
も

の
約

二
十
五
種

与
出
陳

し
た
α

メ

ミ

ス
ざ
同
時
代

の
日
本

の
経

済
學
者

ご
し
て
は
、

.

三
浦
梅

園
宿

原
)
及
び
井
上

四
明
種

溢
+
二
輪
)は

ス
ミ
ス

ご
同
年

の
出
生

で
あ

る
が
、
そ

の
前
後

に
亘

っ
て
著
名
.

の
學

者

ご
し
て
は
、
大
石
久
蔽

(地
方
凡
例
毯

佐
藤

信
季

(漁
村
維
持
法
)山
縣

昌
貞

〔柳
子
新
論
)本
居
山嵐
長

(玉
く
し
げ
)中

井

竹
山

〔草
芽
危
景月)
等

が
あ

る
。
而

し
て
北

勢
の
人

々
の

薯

書
も
展
観

に
供

し
π
が
、
別

に
参
考

ご
し

て
篠

幕
時

一代

に
楡

入

さ
れ
た
蘭
人

四
。
薯

の
著

「
隊
洲
経
済
畢

史
」

の
寛
刑眞
↓二
葉

へ武
藤
教
授
所
蔵
)
を
陳

列

し
た

。
こ
れ
は
該

書

に

ス
ミ

ス
の
名
が
出

て
居
り
而

も
紅
.魯
紙
な
ご

が
塵

々
に
貼

っ
て
あ

っ
て
醤

幕
時
代

に
何
人

か
ゴ
讀

む

だ
も

雑

録

ア
ダ
ム
。
ス
ミ
ス
生
誕
二
百
年
記
念
會
誰
事

・

の
に
相
違

な
く
、

ス
ミ
ス
の
名
は
既

に
維

新
以
前

に
我

国

に
傳

は
り

お
り

し
な
ら
む

ご
の
説

を
謹
擦
立

つ

べ
き

参

考
資
料

た

る

べ
き
も

の
で
あ

る
。

第

三
類

の
記

怠
物
申

、
士
1
な
る

も
の
は
、

タ

ツ

シ
!

隼

メ
グ
イ

ヨ
ン
複
製

石
膏
像

二

七
入
七
年
、
ス
ミ
ス
六
†
四

}
歳
の
時
の
作
)
.を
始

め
ε
し

(高
雄
助
教
授
所
蔵
)
タ
ソ

シ
L
の

メ
ダ

イ

ヨ
ン
に
基

き

鵠
葺

=
霧

σ
話

F
.出
色

等

が
彫

、
製

し
だ
胸

像
版
誰画
、
及

び
其

他
の
胸
像
、
半

身
像
、
全
身

像
等

の
瓶

詰
、
ス
ミ

ス
の
母

マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
の
霜
眞

、
ヵ

ー

コ
ウ
デ

イ
ー
、
牛
津

、

グ

ラ
ス
ゴ
ウ
、

エ
ヂ

ソ
バ

・フ

等

に
於
け

る
關

係

あ
る
學
校

、
そ
の
他

の
建
物
、

邸
宅

墳
墓
等

の
篇

填

、

ス
ミ
ス
両

親

の
結

婚
記

念

の
椅
子

の

爲
眞

、

ス
ミ
ス
の
戯

書

、
筆
蹟

、
国
富
論

町
版

百
年
記

念
記

事
、
等

に
至
る
ま

で
多

く
蒐

集

さ
れ
、
且
分
類

さ

れ

て
出
陳

ぜ
ら
れ
た
。
叉
今

回
の
生
誕

こ

百
年

を
記
念

せ
る
語
論

方
(
も
、
新

聞
及

び
雑
誌

上

に
あ
ら
は

れ
し
も

の

、
中
、
主

な

る
も

の
を
蹴
陣

し
て

・ハ
ミ
ス
を
侭

ぷ
の

料

ε
し
た
。

當

月
、
主
要
出
陳
品

目
録

を
印
刷

し
来
観
者

に
配
布

し
た
が

豫

め
印
刷

せ
し

一
千
枚

の
目
録

も
須

里

に
し

第
+
七
巻

(第

「
號

一
四

七
)

一
四
七

,



雑

録

ア
ダ
ム
三

・・三

生
誕
二
百
年
記
念
會
記
事

て
轟

き
、
更

に
五

百
枚

を
壇

捌

せ
し
も
、

こ
れ
ま

だ
暫

時

に
し
て
壷

き
む

ε
す

る
の
盛
況

し
會

せ
し
を

以
て
、

特

に
翌

六
日
も
午
前

九
塒

よ
り
午
後

五
時

ま

で

一
般

の

縦
覧

を
許

す

こ
巴

、
な

っ
た
。

講

演

會

午

後

一
時

よ
り
水

墨
部
新

大
講
堂

に
於

て
小
川
博
士

司
會

の
下

に
講
演
會

を
開
く

、
正
.画

の
壁

、
一口固
き
所

に

恰

も
経

済
學
界

に
於
け

る
不
滅

の
豆
星

の
如

く

に
、
花

環

に
て
飾
ら

れ
た

ス
ミ

ス
の
大
官
像
版

講
が
、
-揚
げ
ら

れ
た
。
定
刻
前

に
早
く

も
千

餓
名
の
聴
衆
が

さ
し
も

の

廣

い
大
曾
場

い
充
満
す

る
ε

い
ふ
盛
況

で
あ

っ
た
が
、

、豫

足
通
b
午
後

の
正

一
時

に
、
財
部
漱
授

の
開
會

の
僻

を
以

て
始

め
ら

れ
、
順

次
次

の
如
き
講
一瀕
が
あ

っ
た
。

第

一
席

ス
ミ

ス
の
生
涯

本

庄

激

授

ス
ミ
ス
Pμ
二
百
年
前
の
一
七
一=
二
牟
の
⊥八月
μ五
[[μに
曲央
國
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド

の

一
色

カ
ア

言

デ

イ
i

量

れ
れ
。

日

本

で
に

こ

の
年

に
三

浦
梅

園

や
井

上

四
明

が
生

れ

て
居

る
。

λ
ミ

入
が
何

時

カ

ァ

コ
ウ

デ
イ
ー

の
小

學
響

入
學

し
た
か
は
従
来
明
か
で
な

い
…

れ
て
贋

暴

、
現
崔

校
.

舎
の
建
物
に
貼

っ
て
め
乙
門
標

に
三

七
」
元

年

か
ら

一
七
三
七
年
ま
で

ス
ミ

ス
が

在
學

し
た

旨

記

さ
れ

て
居

る
か
ら

、
若

し

こ
れ

が

正
し

い
お

の

ミ
す
れ
ば
・

で

三

に
湖
六
撃

ら
西

蔵
ま
で
比
感

學

ん
八
三

、
・、

第

十
七
巻

(銅

一
號

「
四

八
)

一
四

入

な

ろ
。

カ

ァ

コ
ウ

デ
イ
ー

の
町

・ト
に

二

三
の
製

釘
所

も

あ
り

、

バ
ル

チ
ツ

"
海

へ
の
貿

易

も
行

に

れ
た
。

こ
れ
等

の
事

實
も
多
.少
彼

の
国

富
論

に
影

響

な
輿

へ
た

に
相
違

な

い
。
彼

ば

一
七

三
七
年

に
グ
ラ

ス
ゴ
ウ
大

學

に
入

り

て

ハ
ッ
チ

エ
ソ

y
教
蟹

の
強

き

感
化

祉

柴
げ
、

一
七
四

〇
年

に
牛

津
文

學

の

べ
ー

リ

オ

ル

・
カ

レ
ッ
ヂ

に
進

ん

だ
が

「
牛

津

の
七
年

間

に
彼

れ

に

マら

て
に
決

し
て
愉

快

な

ろ
生

活

で

11
な

か

っ
た

。

一
七

四
八

年

に

エ
.ヂ

ン
バ
ラ
文
學

に
修
辮

華
美

畢

な
講

じ

嚢

の
が

-
抑

』

ス
.ミ
ス
が
大

學

の
教

職

に
就
ぐ

始

め

で
め

っ
て

、

一
七

五
〇

年

よ
り
五

一
年

に
亘

る
學
期

に
於

て
は
維
滑
畢

に
関
す
る
講
義
も
行

ば
れ
た
。
後
、
嚢

ら
れ
て
グ
ラ

.
ゴ

ウ
天
華
の
教

授
ピ
な
り
泄

穏
哲
學
の
講
座
か
搬
竄
し
、
そ
の
講
義
の

一
部

に
繹
洪
學
に
聞
す
ろ
・こ

も
講
述
し
た
が
、

ス
、、、
ス
の
毛
嚢
に
次
第
に
高

ま
り
倶
樂
部

や
畢
會
で
の
討
議

や
話
題

ド
上

る
ご
ざ
も
屡
で
め

っ
た
の
み

な
ら
す
・

ス
・・三

自
身
も
喪
際
界

ピ
撞
黝
し
て
、
得

る
所
が
少
く
な
か

つ

.

れ
ミ
い
ふ
。

一
七
六
三
年
よ
り
佛
端

手
な
旅
行
し
六
六
年
踊
莫

の
後
、
郷

里
に
退
音
て
專
ら
國

冨
論
の
著
述
に
従
事

し
、

一
七
七
六
年

之
蝕
倫
敦
で

公
に
し
た
。
同
書

住

理
論
の
間
森

そ

多
く

の
興
味
あ

る
事
買
が
飢

か
れ

て
居

う
が

-
日

本

に
聞

す

る
記
事

も
=
西

ケ
所

に
見
・ん
て
居

ろ

.、
ピ

.

は
我

π
R

本

人
に

ε

つ
て
少

か

ら
ざ

ろ
興

味

な
昼

え

ろ
。
.其

後

ス

コ
溜
ト

ラ

ン
ド
税
關

委
員

芒
な

り

、

グ
ラ

ス
ゴ

ウ
大
壁
・総

長

に
も
選

ば

杜

-
一

七

九

〇
年

七
月

十
七

日
遂

F
こ

の
世

た
去

つ
れ

。
享

年

大
十

七
。

帥

ち
國

冨

論
出

で

て
十

五
年

の
後

で

め

る
が

、
そ

の
時

に
に
国
富

論

に
既

に
第

五
版

た
出
』

欧
躍
巴
の
主
な

ろ
竪

叩
ド
』
翻
課
さ
れ
、
そ
の
影
響

量

.昇

F

捨
て
し
賢
際
界
に
於
て
も
實
に
偉
大
な

み
も
の
が
あ
っ
た
。
+
九
世

紀
に

.

於
σ
ろ
経
濟
上
の
自
由
運
動

の
如
き
そ
の

】
例
で
あ
ろ
。
眞

に
彼
に
當
該

,



時
代
な
説
伏
し
た
の
み
な
ら
す
次
代
な
も
支
配
し
た
も

の
で
あ

っ
て
、
縄

濟
畢
史
上
千
古

不
動
の
地
位

な
占
め
-
不
朽
の
名
准
成
ぜ
う
も
の
な
ろ
こ

ざ
は
言

ふ
遙
も
な

い
所
で
あ

ろ
。

第
二
席

メ
ミ
ス
の
著
作

河

上

激

授

ス
.ミ
ス
が

生
前

に
公

に
し

て
著
作

に
僅

か
二
部

で
あ

み
。

其

一
は
日
一5

目
『
o
O
曙

O
閥
7
【O
「乞

の
①
ρ
ニ
ヨ
雪

誘

で

あ

っ
て

、
こ
れ

ば
彼

が

グ
ラ

ス
ゴ

ウ
大

學

に
於

げ

ろ
講
義

三
。
巨

呵、語

8

、喜

}・

の

一
部

に
手
心
入

れ
て

出
版

し

た
も

の
で

わ
る
。
其

矧
厭

ば

一
七

五
九

年

に
出
版

さ

れ
彼

の
生

存

…

中

に
第

六
版

ま
で

箆
ね

ら
れ

た
。

グ
ラ

ス
ゴ
ー
大

學

に
於

げ
.る
諭
途

の
講

義

に

(
一
)
自
然

淋
學

r二
)
嚴

留

、

な
意

味
皿に
耽

け

ろ
倫
理

學

(
三
)
法
律

疎

ひ
政

治

の

一
般

原

理

の
う

ち

正
義

に
關

マ

ゐ
部

分

〔四
)
同

じ
く

法

律
及

び
政

治

の

「
股

原
理

の
う
ち

、
行

政

歳

入

収
び
軍

備

に
關

す

る

部

分

の
四
部

門

匡
分

れ
て

み
て

一

:

の
申

の

(
二
)
の

都
門

ド
手

々
入

れ
て

出
版

し

れ

転
の
が

、
徴

り

門
『・①

↓
お
3
、
o
「

竃
o
「三

ω
Φ
コ
「ご
拓

吋冨

で

あ

る
。
な

ほ

此

の
註
『
ト
記
載

し
て

め

ゐ
著

者

の

豫
告

な

見

ろ
ご
、被

り

7
ぎ

蕎
一
且
ヨ
O
いO
層
」
・
の
講
義

り
う

ち
、
前

ド
述

べ
た

(
.二
)及

び

(四
)
の
部

門

に
相

當
す

ろ
部

分

も
酪旭
て

ナ
　た
公

に
ず

ろ

積

り

で

あ

っ
た

こ
ε
が

分

か

ろ
の
だ

が

、
そ

の
豫

昔

の

【
部

分

ば
そ
れ

よ

り
約

†
七
年

心
経

て
始

物
て
實

覗
さ
れ

た
。

即

ち

有

名

な

ゐ

隔
=

ヨ
ー

ρ
三
藁

葺

o

隼
Φ

プ
電

話

暫
呈

∩
9
=
切Ω

o
=

δ

～<
m巴
【7
0
「
Z
醇
ま

一
.切

が

そ
れ

で

あ

っ
て

、
之

は
前

に
述

べ

た
法
律

及

び
政
治

の

一
般
原

理

の
う

ち
『
行
政

、
歳

入
及

び
軍

稀
』
.ト
聞

す

る
部

分

に
相

當
す

う
も

の
で
あ

ろ
。

こ
の

〆ζ
O
巴
子

O
「
三
口ニ
O
霧

が
彼

れ
冷
し
て

今

日

の
如

く

記
念

ぜ
ら

ろ

雑

録

ア
躍

ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
二
百
年
話
念
會
記
事

」
に
至

ら
し

ゅ
た
彼

の
主
要

著

作
で

あ

る

こ
ぐ」
に

、
論

な
倶

た

沿
。

ス

ミ

ス
の
歿

後

公

に
さ

れ
た
著

作

は

二

つ
あ

ろ
。
其

]
は
死

後

五
年

目

に
出

た

副
の
幽
覇

o
コ

型
μま

岩
℃
『
ぎ
巴

Q。
=9
①
。
匿

で

「

其

二

ば
死
後

⊥
ハ
年

目

「
F
出

((

ピ
①O
ρO
「
Φψ

O
コ

」
=的
;
∩
巾噂
℃
G
一剛
①
、
カ
①
く
①
.二HO

P
「r謳

》
・ヨ
い
で

あ

ろ
。
前
者

に

ス
ミ

ス
が
臨
終

匹
断

行
し

た
未

定
稿

の
焼

却

心

経

に
免

れ
た

も

の
で

、
死

ト
際

し
之

ん
友

人

に
託

し
て
適

窟

の
盧

置

存
爲
、

さ

ん
事

々
乞

ふ

た
も

の
で

あ

る
。
後

者

に

そ

・
ス
が
往

年

グ

ラ

ス

ゴ
ー
大

畢

で
試

み
た
講

義

な

一
隙
…生

が
筆

記

ぜ
・し
も

の

た

毛

一
入
九

六
年

に

キ
ア

ナ

ン
教

授

が

校
閲

し
て
出

版

し
た

も

の

に
外

な

ら

沁
o

こ
れ

ば

冤
つ
「巴

.

℃
プ
5
響
℃
ξ

中

の

(
三
)
及

び
(四

V
の
部
門

に
相
徴

す

う

も
の

で
あ

ろ
。

第

三

庸

ス

ミ

ス

の

學

説

の

根

抵

こ

し

て

の

横

位

思

想

恒

藤

助

教

授

ア
ダ

ム
。
ス
ミ
ス
の
墨
・問
的
思
想

の
主
要
な
る
部
分

匡
、
『
道
徳
哲
畢
』

の
統

}
的
艦
系
海
溝

脚
す

ろ
の
で
あ

み
が
、
彼

の
便
値
思
想
ば
、
道
徳
哲

學

り
全
撃
誠

の
基
礎
的
思

想
の
」
部
分
か
成
ず
も
の
ミ
し
て
、
之

な
考
盤

す

る
こ
ピ
が
出
来

る
。
彼

の
見
解

F
其
れ
ば
-
紳
が
世
界

な
創
造

し
た
目

的
に
、
人
間
な
し
て
生
成

し
蛮
麗
し
イ
、幸
翻順
な
る
境
涯

に
到
達
ぜ
し
め
む

が
た
め
で
あ
ろ
。
斯
か
る
究
極
.目
的

こ
そ
け
㍉

一
切
の
傾
倒
の
安

富
篠
の

根
源
で
あ
ろ
が
、
個

々
の
偵
恒
ば
・
直
接
一ト
に
斯
か
る
究
極
的
標
準

に
よ

っ
て
測

定

さ
れ

る
も
の
で
ば
な
く
、

若
干
の
慣
値
様
式
に
從

っ
て
規
定

さ
れ

る
の
で
あ

る
Q
そ
し
て
ス
ミ
ス
は
、
そ
れ
ら
の
側
値
様
式
た
個
人
の

心
理
的
性
情

か
ら
統

一
的

に
導
音
出
さ
う
守」
す

う
も
の
で
あ
い
、
善

の
偵

値
、
正
義
の
償
値

-
富

の
偵
値
な
ご
に
つ
い
て
、
各
自
特
有
な
仕
方

F
魯

第
十
七
巻

(第

【
號

一
四
九
)

一
四
九

■



■

r

雑

録

ア
ダ

ム
三

ミ
ス
生
誕
二

旺
年
誕
念
會
記
事

い
て
で
ば
あ

る
が
、
斯

か
ろ
見
地
か
ら
、
そ
の
成
立
の
條
件

層
考

へ
て
る

ろ
。
道
徳
的
生
活

の
意
義
ば
、
第

一
に
に
、
価
人
が
他
人

の
自
由
為
侵
害

し
な

い
こ
ミ
で
あ
q
ハ
正
義
の
仮
植
に
、
斯

か
る
方
向
か
ら
-
個
人
の
行

爲
の
意
義
々
表
明
す
る
。
第
二
に
は
、
他
人
の
利
征
奄
顧
慮
し
て
、
他
人

の
感

瞳

に
情

極
的

に
游

詑

ケ

の
た

へ
ろ
行
爲

た

な

す

三

・
に
存
し

、
善

の

債
値

賦

斯

か

み
行
動

の
意
義

心
顯

彰

で

ろ
も

の
で
め

ろ
。

そ
し

て
個

人

が
、
生

活

の

維
持
旗

暖

の
手

段

た

る
嘗

の
生
産

及

び
密

積

の
た

め

に
心

な

勢

し
努

力

す

ろ

こ
ミ
に

、
正

義

に
反

ぜ

ざ

る
限

り

に

、
濫
徳

的

に
是

認

さ

耗

る
所

で
め

る
。
誰
叉

正
義

、
宮

の

三
種

の
頂

冠

ぽ
、

個

人

の
生

活

奄
中

心
ミ

し

て
観

ろ

ミ
含
は

、
相

互

F
か

や
　

な
關

聯

の
中

に
立

つ
も

の
で

め

ろ
が

こ

れ
ら

の
偵

値

に
、
必

然

に
祉
曾

制

係

な
地

盤

こ
し

て
嘆
立

し

、
實

現

さ
れ

る
も

の
で

あ

ろ
鮎

に

つ

い
て

、

ス
、・三

ば
深
き

理
會

な
示
し

て

み

ろ
。

ス
ミ

入
が
縷
験

科

撃

ε
し

て
・

文
化

科
學

ぐ」
し

て
、

計
會

34
讐

」
し

て
の
経
溌
墨
な
建
設
し
得
た

の
も
、
根
木

に
聡

い
て
、
斯

か
ろ
事
情

に
基

く
所
が
大
き

い
の
で
あ

み
Q

第

四
席

ス
ミ
ス
ご

コ
ソ
ヂ

ア

ッ
ク
ε
の

.

慣
直

論

田

島

教

授

コ
ン
ヂ
ア
ツ
〃
は
醤

學
者

ξ
い
ふ
よ
り
ば
寧
ろ
感
梵
論
的
哲
畢
者
で

あ
ろ
。

ス
ミ
ス
が
離
昇

の
幸
運
児
な
り
し
に
反
し
、
彼

に
不
幸
に
し
て
世

に
知
与
れ
ざ
り
し

ε
雌

、
共
著
「商
業
と
政
府

ミ
の
關

係
」
は
能
く
彼

の
思

想
奎

不
し
て
店

ゐ
。
若

し
そ

・三

に
し
て
佛
閥

族
行
中
彼
れ
ミ
交
沸
す

る

虐
め
り
し
な
ら
む
に
に
、
恐
ら
く

ス
ミ
ス
の
思
想
の
上

・ト
大
な
ろ
影
響
奄

.

反
様
冠
し
こ
ε
で
あ
ら
も

第
+
七
巻

〔第

一
號

一
五
〇
)

一
五
Q

コ

ン
ヂ
ア

ツ
〃

の
長
所

ば

、
其

説

く

所

、
争

易

に
し

て
青

竜
街

匡
ご

る

黙

に
在

る
。

而
し

て

コ

ン
ヂ

ア

ッ
〃

の
説

も

・

、、、
沼
の
説

も

共

に

マ
ー
カ

ン
ナ
リ
ズ

ム
の
反

動

ε
し

て
起

り

、
自
然

法

則
墨

涯

に

反
射

し
、
園

内
商

業

、
国

際

貿
易

に
自
由

説

な
主

張
L

、
商

工
業

も
農
業

も

共

に
生

産
的

な

リ

ミ
ぜ

る
貼

に
於

て

ば
、
何

者

ぱ
共

通

で
あ

る
。
次

に

ス
.ミ
ス
の
短

所

に

就

て
蓮

、(、
ん

に
、

凡

そ
偵

使
論

に
ぱ

二
大

潮

流

が

め

る
。

主
観

的

便

値
説

童
客
観

的
預

血
説

3」
が
是

れ

で
あ

ろ
。

前
者

に
ば

一、
グ
ネ

ス
、・
ダ

キ

ノ
、

ス
ミ

ス
之

に
屈

し

.
後

世

の
限

界
敷
網

説

ば
此
説

工
り
出

づ

。
後

者

に

に

ヨ

ハ
ネ

ス
、

ペ
テ
塵

、

コ
y
ヂ

ァ
ツ

〃
之

に
廓

す
。

今

、

ス

.、・
ス

の
説

く

所

た
見

る
に
彼

は

偵

値
為

便
用

、
交

換

の

二
者

に
分

つ
も

後
者

の

み
な
説

い
て
前
者

に
及
ば

ず

、
叉

一
面

に
ば

慨
直

の
根

源
及

び
尺

度

ば
輝

働

匡
在

り

芝
云

ひ
-
地
価

に
は
土

地

資
本

も

亦
慣

値

の
要
素

奄

な
す

も

の
で

め

ろ

ぐ」
湛

べ
て
居

ろ
,

な

ぽ
便

梼

な

論
ず

ろ
に
當

っ
て

も

不
明
瞭

な

ろ
黙

あ

る

々

免
れ

な

い
。
故

に

ス
ミ

ス
の
読

ば

、
見

方

に
依

っ
て

ば
或

11
祉

會

主
義

の
加

音

鴨
或

ぱ
資

本

主
義

、
個

人
主

護
、
国

家

主
義

の
如

き

観

が

あ

ろ
。

然

る

に

コ
ン
ヂ

ア
ツ

〃

に
至
り

て

ば
債
値

た
説

く

に
缺

乏

ミ
充

分

ご
過

剰

ミ

の
三
方

面

よ
り

親
祭

し

、
凡

そ
慣

値

に
人

間

の
概

算
及

び
経

験

よ
り

来

る
鯛

断

に
よ

っ
て
定
ま

る
ミ
な

し

、
欲

望

な
分

ち
て

自
然

的
及

び
人
爲

的
欲
臨
、
蓮

に
・
隔
り
た

る
欲
壁
及
び
現
在
散
華

・
な
し
、
更
に
儂
値
の
.
.

大

小
ば

物

が
欲

望

々
充
足

す

ろ
程
度

に
依

っ
て
定

ま

る

ミ
説

い
て

居

ろ
。

要

す

み
に
債

値

ぱ
歎

用

よ
り

論

ず
べ

く
し

て
勢

費

よ
り

観
く

べ
き

で
に

な

い
。
此

酷

に
於

て

ユ
ン
ヂ

ア

ソ
〃
の

物

の
傾
値

ぱ

敷
用

に
基

く

達

す

ゐ
設

は

、

ス
ミ

ス
の
夢

働

に
基

く

ε
な
す

説

よ

7一

』

正
鵠

為
得

た

る
も

の

こ
ゼ

ざ

ろ
.ね
得

疎

い
。



,
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第
五
席

ス
ミ
ス
の
自
由
政
策
の
見
地
ご

自
然
主
義
観

河

田

勲

授

ス
ミ
ス
の
白
熱
圭
義
親

ば
、
第
十
八
世
紀
の
駄
洲
に
於
σ

る
啓
蒙
主
義

の
思
想

に
櫨

て
立

つ
も
の
で
め

b
。
此
思
想
は
次
の
詣
粘
巳
於

㍉、文
藝

復

興
の
思
想

ご
共
撹
で
あ

ろ
。
即

　
、
人
集

に
封

ず
ろ
喜
悦
、
二
、
活
動
創

造

に
封

ず
ゐ
大
な

ろ
希
求
・
三
・
人
間

が
事
物

か
支
配

ぜ
む
ご
し
て
理
智

に
封

ず
ろ
僑
頼
、
四
、
科
學
的
研
究

の
獲
撲
、
五
-
凡
て
自
然
的
な
う
も

の
ば
善
な
呼

ピ
す
る
思
想
等
が
こ
れ
で
あ

っ
て
、

ス
ミ
ス
は
實
に
如
上

の

思
想

か
章

け
て
之

な
経
済
挙
上

に
鷹
用
し
た
も

の
で
あ
ろ
。
哲
墨
者

オ
イ

ケ
ン
に

ス
ミ
ス
の
業
績

為
批
評
し
て
足
れ
常
時

の
思
想
か
経
済
な

る
特
殊

方
面

に
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ
ピ
説

い
て
層

ろ
。

ス
ミ
熟
の
自
然
重
義
的
思
想

に
、
木
末
ブ
イ

ジ
す
〃
ラ
ー
ト
の
思
想
な

燈
げ

る
も
の
で
あ

ろ
が
、
猶
多
少
の
相
違
が
あ

る
。
前
者
の
自
然
主
義
観

は
現
實
的

の
も
の
で
あ

る
に
反
し
て
、
後
者
の
そ
れ
は
理
想
的
の
も

の
で

あ
ろ
。
省
ほ
彼

は
個
人
の
利
害
衝
突
に
、自
由
に
放
任
す
る
事

に
象
り
其
弊

害
ば
自
ら
矯
め
ら

ろ
㌧
も
の
な
り
ご
力
説
し
て
居

る
。

ス
ミ
ス
ε
同
じ
く

自
妖
…主
義
脚
潮海
懐
く
}石
に
ル
ー
ソ
ー
が
あ

み
。
而
↑者
ぱ
共
に
樂
灘
訟
馴
者
…で

ば
あ
ろ
が
、
前
者

が
現
状

な
肯
定
す
る
輿
槻
的
幽
観

論
者
た

う
に
反
し
・

後
者
げ
現
状

を
否
定
す

ろ
懇
親
的
樂
窺
論
者
な

み
の
杣
蓮
が
あ
る
。
前
者

の
思
想
前
後
綴
音
ぱ
即
ち
賛
本
主
義
経
済
學
瀬
で
あ
っ
て
・
後
静
の
そ
れ

ば
印
路
共
産
及
肚
會
主
義
縄
濟
學
者

で
あ

る
。
故
障
此
等
の
主
義

匡
皆
實

に
啓
蒙
思
想

に
依
て
養

は
れ
て
発
展

煙
る
も
の
な
り
ぐ」
い
ひ
得

る
。

次

に
ス
ミ
ス
に
国
家
の
職
分
に
国
防
、
司
直
、
煎
障
仙
人
叉
匡
少
数
人

雑

録

ア
ダ
ム
・
ス
.ミ

ス
生
誕
二
百
年
記
念
會
記
事

が
な
し
能
は
ざ
る
施
設
に
隈
ろ
ミ
な
し
、
其
他
に
各
人
の
欲
す
る
所

に
委

「
ね
-
國
象
に
園
内
圃
際
な
間
に
す
自
由
政
策

ん
採
り
、
分
業
、
貨
幣
、
自

由
競
争

等
凡

て
自
然
に
醸

巌
ぜ
ら
れ
し
も
の
な
れ
ば
、
経
.濟
上
の
こ
ご
ば

個
人
の
自
然

闘
な
自
由
行
動

に
放
任

す
べ
し

ド
.し
.
斯
く
す
る
事
に
敢
て

和
命

ご
友
情

ご
に
生
じ
架

う
も

の
で
め
ろ
ご
論
じ
て
居

る
。

要
す

ろ
に
ス
ミ
ス
匡
啓
蒙
思
想
炬
糞
け

、
分
解

こ
綜
合
ε
の
力
畑
以
て

人
生
の

一
方
面
た

る
経
済

に
閲
し
て

}
科
學

な
建
立
ぜ

う
し

の

で

め
つ

て
「
吾

人
は
今
H
彼
に
劃

し
て
深
く
感
謝

の
意
な
表
す
.う
も
の
で
め
る
。

第
⊥
ハ
席

ス
ミ
ス
の
租
税
原
則

瀞

戸

教

授

ア
ダ

ム
ス
ミ
ス
の
租
税
原
則

こ
い
ふ
の
に
平
等
、
確
買
、
便
宜
.一
最
小

饗

の
原
則
だ
が
、
此
は
、獅
迎
撃
者
傍

之
、
フ
グ
ナ
ー
の
其

こ
比
較
す

ゐ
ミ

財
政

々
策
的
原
則
、
國
氏
経
済
的
原
則
、
公
正
原
則
中
の

一
般
鳳
則
な
敏

く
o
彼

は
此
原
則

か
ザ
イ

　、・
こ
し
て
扱

っ
て
居

る
が
「
其
.買
ぱ
彼

の
理
想

か
ら
出
た
も
の
で

あ
る
g
彼
の
原
則
に
箇
人
ま
義
旗
自
由
主
義
か
ら
出
て

居

ろ
。
猫
逸
畢
者

の
剛
家
主
畿
保
護
圭
義
よ
り
出
つ

る
ご
異

る
。
彼

の
原

則
の

一
々
が
夫
の
根
本
親

か
ら
識
明
し
得
ろ
の
み
な
ら
ず

、
彼

か
財

敏
々

策
原
則

や
画
民
経
済

的
原
則
為
探
ら
な
か
つ
π
こ
ご
も
彼

の
根
本
観

か
ら

説
明
し
得

る
。
特

に
其

の
財
激

々
策
的
原
則
層
探
ら
な
か
っ
た
の
ば
、
彼

の
箇
人
主

畿
自
由
主
義
よ
り
出
た
園
務
蜥
天
国
費

り
小
な

る
・
㌔
ご
、
歳
入

に
択
り
ろ
国
有
財
産
國
密
業
攻
入
の
排
除

、
騎
て
座
本

る
民
業

の
増

加
、

随
て
叉
税
源
の
勲
富

な
ろ
こ
ε
に
依

っ
て
-
其

必
要
た
具
な

か
っ
た
矯
め

で
あ

る
。
彼
の
原
則
の
説
明
に
於
て
匡
到
る
露
、
納
税
者
の
利
益
た
計
り

彼
等
に
都
合

の
　畏
い
こ
ご
た
説

い
て
居

ろ
o
随

っ
て
其
れ
だ
け
に
て
は
彼

第
十
七
巻
.

(第

一
號

一
五

こ

一
五

}

■



雑

録

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
生
誕
二
百
年
記
念
會
記
事

ば
我
国
の
質
業
家
等

の
濡
護
者

の
や
う
で
め

る
が
、
併
L
他
方

に
自
由
主

義
非
保
護
主
義
為
懐
く
も
の
で
あ
ろ
か
ら

「
我
国
質
業
家
の
如
く
動

も
す

れ
一で
国
家
の
保
護
奄
要
求
す
ゐ
・
、芝
の
多
斗
」
八
サ隅
の
輿
の
辨

證
者
で
ば
な

い
。

以
上
の
講
演
が
終

っ
て
後
、
小
川
敏
授

の
閉
會

の
辞

を
以

っ
て
講
演
會
を
閉
づ
。
時

に
午
後
六
時
。
更

に
閣

係
者
の
記
念
撮
影
・し
晩
餐
會
ご
が
め
り

一
夕
の
獣
を
書

し
て
散
會

し
た
の
は
九
時
で
あ
っ
た
。
猶
當
日
ス
、、ー
ス

の
肯
像
、
筆
陵

ノζ
9
三
日
亀

Z
9
[{。霧

初
版
上
巻
扉
、
及

び
ス
ミ
ス
の
學
び
し

内
耳
Ω
二
号

の

ヨ
騰
『
9。
島
o
o
【
の

四
枚
を

一
組
ε
せ
る
記
念
絶
葉
書
を
鞍
行
し
て
、
關
係
.

者
及
び
學
内

に
配
布
し
た
。

今
回
の
記
念
會
に

つ
い
て
長
崎
高
等
商
業
學
校
教
授

武
藤
長
藏
氏
、
東
京
商
科
大
星
助
教
授
高
垣
寅
次
郎
氏

大
卒
賢
作
氏
、
御
木
本
隆
三
氏
、
大
原
肚
曾
問
題
研
究

所
、
藤
本

ビ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
銀
行
調
査
部
、
同
志
肚
圖

書
館
、
京
都
府
立
固
著
館
等
が
そ
の
珍
識
せ
あ
る

、
幾

多
の
貴
重
な
る
圖
書
記
念
物
を
閏
隙
…
さ
れ
、
以
て
展
覧

會

に

一
段
の
光
彩
を
添

う
み
こ
ε
を
得
た
る
は
、
本
會

の
深
く
感
謝
す

る
所
で
め
る
。
猶
當
日
武
藤
漱
授
其
他

第
十
七
巻

〔第

一號

　
五
二
)

一
五
二

よ
り
祝
電

を
寄

せ
ら

れ
、
殊

に
態
々
東
北
大
學

よ
瀕
参

會

さ
れ
た
方
も

め
り
、

和
歌
山
高
等
商
業

か
ら
は
殆

ん

ご
全
校

の
畢
生

を
擧

げ

て
家
倉

せ
ら

れ
、
其
他

大
阪
彦

根
各
地

か
ら

來
會

さ
れ

た
方

も
轡

、
な

か

っ
た
。

か
く

の
如

く
A
、回

の
墾
が
多

大
の
成

功
を
告

げ
有
意
義

な
る

も
の
な
り
し

こ
・し
は
、

全
く
學
内
學

外
各
方
面

よ
り
の

同
情

の
厚

か
り
し
爲

で
あ

っ
て
、
本

會

の
深
く
戚

謝
し

つ
＼
あ

る
所

で
め

る
。

術
数

ケ
月

の
後

を
期

し

て
本
誌

特
別
號

ε
し
て

ス

ミ
ス
記
念
號
を

公
刊
す

る
豫
定

で
め

る
こ
ε
を

=
二口
附

け
加

へ
て
置
く
。

委
員
)


